
 
 

 
    

昨
年
１
１
月
、
月
坂
保
育
園 

西
側
に
あ
る
耕
作
放
棄
さ
れ
た
田 

（
約
２
８
０
０
平
方
メ
ー
ル
）
を 

再
生
す
る
た
め
に
地
元
農
業
委
員 

で
あ
る
増
田
重
男
さ
ん
が
開
設
者 

と
な
り
、
特
定
農
地
貸
付
法
に
基 

づ
く
承
認
を
受
け
【
島
田
市
阪
本 

農
園
】
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

１
１
月
か
ら
荒
廃
し
た
農
地
の 

整
備
を
行
い
ま
し
た
が
、
事
業
費 

を
抑
え
る
た
め
に
県
農
道
整
備
事 

 

業
や
空
港
事
業
で
生
じ
た
残
土
や 

 

木
屑
を
利
用
し
た
り
、
平
成
２
２ 

年
１
月
に
は
「
土
づ
く
り
イ
ベ
ン 

ト
」
を
開
催
し
て
、
農
園
利
用
者 

・
地
元
自
治
会
・
地
元
農
業
者
・ 

Ｊ
Ａ
・
島
田
市
・
島
田
市
農
業
委 

員
会
な
ど
多
数
の
参
加
に
よ
り
肥 

料
散
布
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

市
民
農
園
と
し
て
、
７
９
区
画 

（
１
区
画
当
た
り
２
２
．
５
平
方 

メ
ー
ト
ル
）
整
備
さ
れ
、
仮
設
ト 

   

 

イ
レ
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月
に
は
「
野
菜
づ
く
り 

講
座
」
が
実
施
さ
れ
、
農
園
利
用
者 

と
地
元
農
業
者
が
ふ
れ
あ
う
良
い
交 

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

１
区
画
の
利
用
料
は
年
間
五
千
円 

で
、
平
成
２
２
年
１
０
月
末
現
在
、 

７
４
区
画
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
５
区
画
空
い
て
い
ま
す
の
で
、 

お
知
り
合
い
で
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦 

し
た
い
と
お
考
え
の
方
が
い
ま
し
た 

ら
、
是
非
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
ご 

利
用
の
申
し
込
み
は
、
島
田
市
農
林 

課
農
業
係
が
受
付
窓
口
と
な
り
ま
す
。 

【
島
田
市
阪
本
農
園
】 

 

所
在
地 

 
 

島
田
市
阪
本
１
６
４
７-

２
他 

 
 

７
９
区
画 

（
１
区
画
２
２
．
５
平
方
㍍
） 

【
お
問
い
合
せ
先
】 

 
 

島
田
市
農
林
課 

農
業
係 

 
 
 
 

電
話 

３
６-

７
１
６
８ 

    

○
再
生
前
の
田 

 

○
「
土
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
」
で
施
肥 

 

作
業
を
す
る
参
加
者 

 

   

○
市
民
農
園
と
し
て
再
生
し
た
田 

 

      

どうだん 島 田 市 農 業 委 員 会 だ よ り （ ２ ）  

耕
作
放
棄
地
を
市
民
農
園
と
し
て
再
生
し
た
【島
田
市
阪
本
農
園
】を
紹
介
し
ま
す
！ 

 

平成 22 年 12 月 9 日（木）

に「阪本農園野菜作りコン

テスト」を開催します！！ 



【
シ
リ
ー
ズ 

新
し
い
風
①
】 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

静
岡
市
在
住
の
髙
田
剛
佑
さ
ん 

 

は
、
学
生
時
代
か
ら
興
味
の
あ
っ 

た
農
業
に
就
く
た
め
、
今
年
か
ら 

井
口
の
ハ
ウ
ス
を
借
り
て
、
い
ち 

ご
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。 

 

今
は
、
静
岡
市
か
ら
通
っ
て
い 

る
そ
う
で
す
が
、
１
２
月
か
ら
島 

田
市
に
住
居
を
か
ま
え
て
、
本
格 

的
に
い
ち
ご
の
栽
培
に
取
り
組
む 

そ
う
で
す
。 

 

ま
ず
は
、
農
業
経
営
を
軌
道
に 

乗
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い 

 

る
そ
う
で
す
。 

 

※
髙
田
さ
ん
は
、
現
在
２
９
歳
で 

 
 

恋
人
募
集
中
で
す
。 

農
業
委
員
会
活
動 

 
 耕

作
放
棄
地
対
策 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

  

島
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作

放
棄
地
と
農
地
の
無
断
転
用
な
ど
の

発
生
防
止
を
目
的
と
し
た
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
全
農
業
委
員
３
０
名
を
６

班
に
分
け
て
六
合
・
初
倉
・
金
谷
地

区
を
重
点
地
区
と
し
て
２
日
間
実
施

し
ま
し
た
。 

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
に
は
、

各
班
ご
と
に
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

問
題
の
あ
っ
た
農
地
に
つ
い
て
、
現

況
復
旧
に
向
け
た
指
導
を
行
っ
た
り
、

農
業
委
員
に
よ
る
貸
借
の
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農

地
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
前
年
度
に
は
、
金
谷
地
区

の
農
業
委
員
に
よ
り
菊
川
地
区
の
耕

作
放
棄
地
（
田
）
の
草
刈
を
実
施
し
、

菜
の
花
の
種
子
を
植
え
付
け
、
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
ま
し
た
。 

 

              

農
地
を
相
続
し
た
ら
届
出
を
！ 

 

◎
届
出
が
必
要
な
場
合 

・
相
続(

産
分
割
、
包
括
遺
贈
を
含
む) 

・
時
効
取
得 

・
法
人
の
合
併
、
分
割 

な
ど 

 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
施
行
の

農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
相
続
な
ど

に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
概

ね
十
ヶ
月
以
内
に
「
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
」
を
農
業

委
員
会
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。 

相
続
な
ど
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
場

合
は
、
お
忘
れ
な
く
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。 な

お
、
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
又
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

島
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
届
出
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

農地を相続したん農地を相続したん
だけど、どうしただけど、どうした
らいいの？らいいの？

 

耕作放棄地の草刈をする農業委員 菜の花で再生した耕作放棄地 

どうだん 島 田 市 農 業 委 員 会 だ よ り （ ３ ）  

静岡市在住の 

髙田剛佑さん 

次
世
代
の
農
業
を
担
う
若
き 

農
業
者
を
紹
介
し
ま
す
！ 

 


